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平
成
十
六
年
十
二
月
二
十
六
日
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
ス
マ
ト
ラ
島
沖
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
九
・
一
の
大
地
震
が
発
生
し
、
大
津
波
で

’
心
－
廳
鍾
Ｌ
掴
掴
一
肩
ｊ

ｖ
＆
回
…
…
…
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
蚤
饗
虚
器

副
教
主
様
は
日
本
語
と
英
語
で
慰
霊
の
祝
詞
を

奏
上
さ
れ
た
（
祭
具
が
筆
者
）

教
二
百
年
奉
告
の
集
い
」
に
出
席
し
て
い

た
熊
本
県
・
蓮
華
院
誕
生
寺
の
川
原
英
照
師

に
師
事
し
て
い
た
と
の
こ
と
で
、
有
り
難
い

ご
神
縁
に
副
教
主
様
と
活
か
弾
ん
で
い
た
。

　
そ
の
後
、
副
教
主
様
は
ウ
ィ
マ
ラ
師
と
ご

再
会
。
師
は
突
然
の
訪
問
に
大
変
驚
か
れ
た

Ｕ

］

ド

恵
ま
れ
な
い
子
供
た
ち
に
教
育
や
職
業
訓
練

を
施
す
等
、
社
会
福
祉
に
も
力
を
入
れ
て
い

た
。
現
在
ウ
ィ
マ
ラ
師
の
秘
書
役
は
そ
の
卒

業
生
で
、
子
供
た
ち
の
世
話
を
す
る
寮
長
の

役
も
担
っ
て
い
る
と
い
い
、
継
続
す
る
こ
と

の
大
切
さ
と
素
晴
ら
し
さ
、
ウ
ィ
マ
ラ
師
の

お
心
が
次
代
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と

の
有
り
難
さ
を
感
じ
た
。

　
ラ
ン
ム
ト
ゥ
ガ
ラ
大
寺
院
を
出
て
、
世
界

保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
ス
リ
ラ
ン
カ
事
務
所

へ
。
こ
こ
の
上
級
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
お
務

め
の
サ
ラ
ス
・
サ
マ
ラ
ゲ
氏
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ス

リ
ラ
ン
カ
の
代
表
。
氏
と
合
流
し
て
「
サ
ル

ボ
ダ
ヤ
運
動
」
の
本
部
を
訪
ね
た
。
こ
の
度

の
慰
霊
祭
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
Ｐ
と
サ
ル

ボ
ダ
ヤ
の
共
催
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ
Ｐ
と
は
、
世
界
平

和
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
略
称
で
、
「
開
か

各
地
に
多
大
な
被
害
が
出
た
。

　
国
際
的
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

は
、
救
援
活
動
の
一
環
と
し
て
大
地
震
一
年

後
に
合
同
慰
霊
祭
を
執
り
行
っ
た
。
被
災
者

に
は
、
物
的
支
援
だ
け
で
は
な
く
精
神
的
な

支
援
、
。
祈
り
〃
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
の
認
識
に
よ
る
も
の
で
、
副
教
主
様

が
事
務
局
長
を
お
つ
と
め
の
Ｒ
Ｎ
Ｎ
（
人
道

援
助
宗
教
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ー
・
ク
）
に
参
加

要
請
が
あ
り
、
平
成
十
七
年
十
二
月
二
十
六

日
、
副
教
主
様
は
ス
リ
ラ
ン
カ
・
カ
ル
ム
ナ

イ
で
諸
宗
教
者
ら
と
共
に
祈
り
を
捧
げ
ら
れ

た
。
（
本
誌
平
成
十
八
年
二
月
号
参
照
）

　
こ
の
慰
霊
祭
か
ら
十
年
、
あ
ら
た
め
て
慰

霊
の
祈
り
を
と
の
要
請
が
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
か
ら
あ

り
、
副
教
主
様
は
十
月
二
十
七
日
か
ら
三
十

一
日
ま
で
彼
の
地
へ
ご
出
張
、
筆
者
は
随
行

の
お
か
げ
を
い
た
だ
い
た
。

　
　
　
　
○
　
　
　
　
　
　
　
　
○

れ
た
相
互
扶
助
」
を
理
念
に
、
和
平
構
築
や

生
活
・
教
育
支
援
、
健
康
増
進
に
取
り
組
む

総
合
事
業
。
サ
ル
ボ
ダ
ヤ
運
動
は
、
仏
教
精

神
を
根
底
に
置
き
つ
つ
、
宗
教
・
民
族
の
垣

根
を
越
え
、
教
育
を
通
し
て
経
済
的
自
立
を

支
援
し
て
い
る
。
ス
リ
ラ
ン
カ
・
コ
ロ
ン
ボ

大
学
で
長
く
公
衆
衛
生
を
教
え
て
い
た
サ
マ

ラ
ゲ
氏
は
、
同
運
動
創
始
者
Ａ
・
Ｔ
・
ア
リ

ヤ
ラ
ト
ネ
氏
の
教
え
子
と
い
う
ご
縁
に
あ
る
。

　
翌
日
の
植
樹
祭
ま
た
慰
霊
祭
の
打
ち
合
わ

せ
と
場
所
の
下
見
の
途
中
、
ア
リ
ヤ
ラ
ト
ネ

氏
の
ご
子
息
で
事
務
総
長
を
お
務
め
の
ヅ
ィ

ン
ヤ
・
ア
リ
ヤ
ラ
ト
ネ
氏
が
外
出
さ
れ
る
と

こ
ろ
に
出
く
わ
し
た
。
思
わ
ぬ
再
会
に
ヴ
ィ

再
会
を
喜
び
合
っ
て
、
ウ
ィ
マ
ラ
師
と
共
に

　
十
月
二
十
七
日
早
朝
、
神
道
山
を
出
発
。

新
幹
線
で
大
阪
へ
移
動
し
、
関
西
国
際
空
港

へ
。
大
阪
へ
の
途
次
、
素
晴
ら
し
い
お
目
の

出
を
車
中
よ
り
拝
し
、
旅
の
安
全
と
慰
霊
祭

の
成
功
を
お
祈
り
し
た
。

　
タ
イ
国
を
経
由
し
ス
リ
ラ
ン
カ
の
バ
ン
ダ

ラ
ナ
イ
ケ
国
際
空
港
で
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
事
務
局
長
の
ニ
テ
ィ
ア

ン
・
ヅ
ィ
ー
ラ
ヴ
ァ
グ
氏
の
出
迎
え
を
受
け

た
。
。
ニ
テ
ィ
さ
ん
‘
に
は
滞
在
中
、
と
て

も
行
き
届
い
た
お
心
配
り
を
い
た
だ
い
た
。

誌
面
を
借
り
て
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
る
。

　
二
十
八
日
、
Ｒ
Ｎ
Ｎ
立
ち
上
げ
当
初
か
ら

の
海
外
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
シ
ー
ラ
ガ
マ
・

ウ
ィ
マ
ラ
師
が
住
職
を
つ
と
め
る
ラ
ン
ム

ト
ゥ
ガ
ラ
大
寺
院
を
訪
問
。
副
教
主
様
は
事

前
に
Ｅ
メ
ー
ル
で
連
絡
さ
れ
た
が
、
師
の

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
が
変
わ
っ
て
い
て
、
連
絡

が
取
れ
な
い
ま
ま
の
訪
問
と
な
っ
た
。
同
寺

院
に
到
着
し
車
を
降
り
た
時
、
万
人
の
日
本

人
尼
僧
が
建
物
か
ら
出
て
来
た
。
宇
塚
弘
教

さ
ん
と
い
い
、
何
と
十
年
前
の
合
同
慰
霊
祭

の
祈
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
別
の
場
所
で
、
時
を

同
じ
く
し
て
祈
り
を
捧
げ
て
い
た
と
い
う
。

ま
た
宇
塚
師
は
、
昨
年
十
一
月
十
日
の
「
立

ン
ヤ
氏
と
副
教
主
様
は
旧
交
を
温
め
合
っ

た
。
氏
は
「
9
7
お
か
や
ま
国
際
貢
献
Ｎ
Ｇ
Ｏ

サ
ミ
ッ
ト
」
の
析
、
神
遊
山
に
滞
在
し
、
副

教
主
様
と
は
ご
既
墾
の
間
柄
。

　
二
十
九
日
、
サ
ル
ボ
ダ
ヤ
運
動
本
部
に
て

ま
ず
植
樹
祭
。
植
樹
は
ス
リ
ラ
ン
カ
政
府
が

推
進
し
て
い
る
も
の
で
、
慰
霊
祭
に
合
わ
せ

て
の
執
行
は
同
本
部
の
ご
配
慮
。
有
り
難
い

こ
と
に
、
副
教
主
様
の
一
随
行
役
の
筆
者

も
ー
王
賓
扱
い
々
を
受
け
、
副
教
主
様
と
共

に
手
作
り
の
花
の
大
き
な
首
飾
り
を
い
た
だ

き
、
植
樹
ま
で
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
ス
リ
ラ
ン
カ
は
近
年
ま
で
内
戦
状
態
に
あ

り
、
そ
の
対
立
の
痛
手
は
現
在
も
残
っ
て
い

る
。
そ
う
し
た
中
、
同
本
部
で
は
さ
ま
ざ
ま

な
事
情
・
立
場
の
子
供
た
ち
を
集
め
て
教
育

を
通
し
て
の
和
解
に
努
め
て
い
る
。
そ
の
子

供
た
ち
と
一
緒
に
な
っ
て
、
副
教
主
様
は
マ

ン
ゴ
ー
の
本
を
植
え
ら
れ
た
。

　
午
前
十
時
を
回
り
、
同
本
部
の
中
心
施
設

で
あ
る
ハ
角
形
の
建
物
の
「
ダ
ム
サ
ッ
ク
マ

ン
デ
ラ
」
で
慰
霊
祭
が
始
ま
っ
た
。
参
拝
者

全
員
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
す
べ
て
に
通

訳
が
付
い
て
式
次
第
が
進
み
、
ヅ
ィ
ン
ヤ
氏

の
挨
拶
や
菅
波
茂
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
代
表
か
ら
の

-
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・

副
教
主
様
は
生
徒
た
ち
と
共
に
植
樹
。
右
は

ヴ
ィ
ン
ヤ
氏
、
左
は
サ
マ
ラ
ゲ
氏
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メ
ッ
セ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ
た
。
終
わ
っ
て
、

仏
教
や
ヒ
ン
ズ
ー
教
、
イ
ス
ラ
ム
教
、
キ
リ

ス
ト
教
の
祈
り
が
行
わ
れ
た
。

　
祈
り
の
最
後
が
本
数
で
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の

タ
ミ
ル
語
や
シ
ン
ハ
ラ
語
等
、
四
つ
の
言
語

で
「
平
和
」
と
刻
さ
れ
た
祈
り
の
場
所
で
、

副
教
主
様
が
慰
霊
の
祝
詞
を
日
本
語
と
英
語

で
奏
上
、
さ
ら
に
祭
典
後
、
副
教
主
様
は
、

黒
件
数
の
祈
り
に
つ
い
て
流
暢
な
英
語
で
説

明
さ
れ
た
。

　
Ａ
・
Ｔ
・
ア
リ
ヤ
ラ
ト
ネ
氏
の
挨
拶
の
後
、

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ス
リ
ラ
ン
カ
か
ら
の
感
謝
の
盾
を

副
教
主
様
と
も
ど
も
に
い
た
だ
い
た
。

　
慰
霊
祭
後
、
ア
リ
ヤ
ラ
ト
ネ
氏
の
ご
自
宅

で
昼
食
会
。
筆
者
も
。
右
手
だ
け
を
使
っ
て

カ
レ
ー
を
食
べ
る
々
初
体
験
と
、
そ
の
温
か

い
雰
囲
気
を
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
三
十
日
、
ス
リ
ラ
ン
カ
国
内
の
ニ
カ
所
を

訪
れ
た
。
一
つ
目
は
古
代
の
首
都
で
世
界
遺

産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
遺
跡
の
あ
る
シ
ー
ギ

リ
ヤ
。
か
つ
て
の
王
宮
は
巨
大
な
岩
山
の
上

に
築
か
れ
、
そ
の
中
腹
に
美
し
い
圃
が
描
か

れ
て
い
る
。
ち
ょ
う
ど
雨
季
に
当
た
っ
た
ス

リ
ラ
ン
カ
の
蒸
し
暑
い
空
気
の
中
、
王
宮
跡

ま
で
の
千
二
百
段
も
の
階
段
を
踏
み
締
め
、

そ
の
途
中
で
古
代
の
祈
り
の
場
所
も
拝
観

し
、
古
代
人
の
暮
ら
し
と
祈
り
に
思
い
を
馳

せ
た
。
二
つ
目
は
、
セ
イ
ロ
ン
テ
ィ
ー
の
一

大
名
産
地
キ
ヤ
ン
デ
ィ
の
「
Ｔ
ｅ
ａ
　
Ｆ
ａ

ｃ
ｔ
ｏ
ｒ
ｙ
」
。
茶
菓
を
加
工
す
る
過
程
を

一
つ
ひ
と
つ
見
学
し
た
。

　
　
　
　
○
　
　
　
　
　
　
　
○

　
今
回
一
番
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
ス
リ
ラ

ン
カ
の
人
々
の
活
力
に
あ
ふ
れ
た
姿
と
信
仰

心
の
手
厚
さ
で
、
象
徴
的
な
出
来
事
が
あ
っ

た
。
三
十
日
金
曜
日
の
移
動
中
、
ム
ス
リ
ム

（
イ
ス
ラ
ム
教
徒
）
の
運
転
手
氏
は
、
聖
な

る
日
だ
か
ら
と
、
車
を
道
路
脇
に
停
め
て
礼

拝
の
た
め
に
モ
ス
ク
に
駆
け
込
ん
で
い
っ
た

の
だ
。
そ
し
て
、
彼
の
地
で
は
そ
れ
が
当
然

の
こ
と
と
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
、

宗
教
の
共
生
を
見
た
思
い
が
し
た
。

　
長
期
の
内
戦
で
苦
し
ん
だ
ス
リ
ラ
ン
カ
。

平
和
の
維
持
や
経
済
発
展
、
貧
困
の
解
消

等
、
時
間
が
必
要
だ
と
思
う
。
し
か
し
、
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
は
じ
め
、
ウ
ィ
マ
ラ
師
や
サ
ル
ボ
ダ

ヤ
の
皆
様
の
継
続
し
た
取
り
組
み
は
着
実
に

成
果
を
挙
げ
て
い
た
し
、
特
に
ラ
ン
ム
ト
ゥ

ガ
ラ
大
寺
院
の
子
供
た
ち
の
笑
顔
は
と
て
も

美
し
く
、
心
が
洗
わ
れ
た
。
事
実
、
全
体
的

に
良
い
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ

た
し
、
ま
た
そ
う
な
っ
て
ほ
し
い
と
心
か
ら

願
い
祈
る
も
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
こ
の
度
こ
う
し
た
体
験
、
祈
り

が
で
き
た
の
も
、
お
世
話
に
な
っ
た
皆
様
と

本
教
と
の
二
十
年
以
上
に
わ
た
る
ご
神
縁
が

あ
っ
て
こ
そ
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
結
実
の

一
つ
と
言
え
る
。
貴
重
な
機
会
を
い
た
だ
き
、

あ
ら
た
め
て
そ
の
こ
と
を
感
じ
た
。
植
樹
し

た
マ
ン
ゴ
ー
の
木
々
が
実
を
結
ぶ
頃
、
再
び

こ
う
し
た
ご
神
縁
の
結
ば
れ
る
で
あ
ろ
う
こ

と
を
思
い
、
継
続
し
た
支
援
と
繋
が
り
を
大

切
に
す
る
こ
と
の
大
事
を
伝
え
た
い
。
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